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Abstract 

研究資料

The purpose of this study was to c1arify the game characteristics and safeties of the 

two flag footballs for people with disabilities. The flag footballs were modified to adapt: 

people with physical disabi1ities (wheelchair pass game). and visual disabilities (rolled 

pass game). The data were obtained企omgames of flag foot:ball workshop in June 2011. 

The following result:s were obtained. 

1. Peer support:s promot:ed cross passes in出ewheelchair pass games. 

2. The wheelchair pass games were indicated low success rate. 

3. There were contact:s wit:h players and fall to the ground in the wheelchair pass games. 

4. Side movement:s relat:ed t:o high success rate in the ground pass games. 

5. The rolled pass games were indicat:ed high success rate. 

6. There was no contact with players and fall to the ground in the rolled pass games. 

These results were suggested that the rolled pass games provide successful 

experiences and safeties for the players， whereas， wheelchair pass games are needed 

more modificat:ions t:o make safe environment and successtul experiences for people 

with disabilities. 
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1 緒雷

2011年の小学校学習指導要領解説の中でフ

ラッグフットボールはゴール型球技の例示とし

て掲載された 5)。フラッグフットボールは「誰

もが参加でき一人一人がゲームの中で重要な役

割を果たすことができるJr誰もが容易に楽し
めるJr成功体験を頻繁に得られるJなどの特
性を持っており，教育価値の高い教材ーとして注

目を集めている 9)。特にフラッグフットボール

に内在する戦術学警としての教材価値が認めら

れ，各地の小学校で年々フラッグフットボール

を行う学校が増えてきている 3.4)ものの，障が

いがある児叢・生徒がフラッグフットボールを

行なった実践報告や研究はほとんどない。

多くの学校では障がいがある子どもや何らか

の支援が必要な子どもが在籍しており，彼ら

が体育.に参加するための工夫が求められてい

るペそこで今回は，筑波大学体育専門学群関

識の集中授業で行われた fフラッグフットボー

ル指導法 1Jの講義で実践されたプログラム内

容に着目した。本授業は，一般財団法人日本フ

ラッグフットポール協会(JFFO)におけるフ

ラッグフットボ}ル初級教育インストラクター

資格制度と連携しながら，教育現場においてフ

ラッグフットボールを指導できる人材育成を目

指している o 2010年度から開講され， 2011年

度より初めて「障がい者もできるフラッグフッ

トボールjが講義内容に盛り込まれた。これは

通常学級に在籍する障がいがある子どもへの対

応が必要とされていることを示しており，事実，

2009年にJlIII崎市A小学校において，車椅子を

使用している女児が参加する体育授業で¥フ

ラッグフットボール初級インストラクター資格

を有する指導員が授業を行うケースがあった。

すべての子どもが体育に参加するために安全

を保証することは重要なことである O フラッグ

フットボールは球技分類識におけるゴール型に

採し攻守のプレイヤーが同一のコート内に入

り乱れるけため，相手や味方との接触が起こ

りやすく，強い衝撃を受ける事や転倒を伴う

に注意する必要がある O そこで本研究では，障

がい者もできるフラッグフットボールのプログ

ラム開発を目的として，それらに内在するゲー

ム特性と安全性について分析・検討ーを行った。

E 方法

1 )対象

対象は 2011年 6月に， rフラッグフットボー
ル指導法 1Jで行われた率いすパスゲームとグ

ラウンドパスゲームに参加した受講者 18名で

あり，全員健常者であった。受講者 18名のう

ち17名はフラッグフットボールをキ歪!投，ある

いは観戦したことがあったが，修正したゲーム

を行うのは皆初めてであり，障がいについて専

門的に学んだ者はおらず， 2名を除いて車椅子

に乗るのも初めてであった。

2 )プログラム内容

プログラムは車椅子使用者，および視覚に障

がいがある人もできるフラッグフットボールに

焦点を当て， 80分間の授業で実践された。受講

者は2つのグループに分かれ，一方は車椅子を

使ったプログラム(表1)， もう一方はアイマ

スクを使用したプログラムを行なった(表2)。

プログラムは 2部構成で，前半は車椅子を使っ

た移動やアイマスクを着けた状態での歩行・走

行を行い，対象となる障がい者の移動動作を体

験できるものであった。後半は受講生が実際に

障がい者もできるフラッグフットボールのゲー

ムを体活食した。ゲームはJFFO指導テキスト

に掲載されている小学校高学年用ゲーム 7)を，

簡がい者もできるように修正し(図1.2)，そ

れぞれ車いすパスゲーム，グラウンドパスゲー

ムと名づけられた。車いすパスゲームでは車椅

子の移動を自力で行う「補助なし」と，チーム

メイトに車椅子を押してもらう「補助ありJの
雨方のゲームを受講者に体験してもらった。ま

た，作成されたスポーツは障がいがある人だけ
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表 1 車梼子をf吏用したプログラム

o -10分分阪車車椅子を使った移動(前進 接退 方向
換，段差を慈える)

10 -15 梼子に乗つながらパス線習(真っ叢ぐ
スや振り向きパス)

15 附司福Eういすパスゲ←ムの説明後同力走行で
いすパスゲームを行う。

30 -35 助者をつけて.車いすパスゲームを行

表2 アイマスクを使用したプログラム

o -15分iベアを作り.ベアの l入がアイマスクをl
つけて歩行・走行体験をする。 I
アイマスクを着けていない方が移動の!

補助をする。 i

日-20分lベアでボールを転がし合い.キャッチi
ボーjレをする。 I

20 -35分;グラウンドパスゲームの説明後.グラゥ1

jンドパスゲームを行う。 i 

ではなく，績がいがない入も

して作成されている O

3)デ一女収集

できるよう

に行われたゲームをビデオ撮影し 1プ

レイごとにプレイの種類.プレイの獲得点

プレイヤ一同士の接触，プレイヤーの転倒の 4

項目についてデータを収集し松元 (2010)2)の

定義を基にコード化した。さらに収集したデー

タから各プレイヤーの役割行動を図式化し車

いすパスゲーム，およびグラウンドパスゲーム

に内在するゲーム特性と安全性の検討を行なっ

た。対象となったプレイ数は車いすパスゲーム

で7プレイ(うち移動補助あり 4プレイ)，グ

ラウンドパスゲームで8プレイであった。

4)コード化の定義

①プレイの種類

タイミング・パス:ボールを取る人が交差す

ることなく走り，ある一定のタイミングで、前パ

スするプレイ O

クロス・パス:ボールを取る人が交差しなが

らパスコースを走り，前パスするプレイ口

~m 5m 告別 5tn 

長室の!iがもお湾総へ主主撃をしているところ

8li，磁気仰をき f

fぶいすパスゲーム i 
i 攻めチャームは.パスする人(1人上パスを受け取る人i
I (2 ~ 3人)に分かれ.作戦を立てて.スタートゾーン治4
1ら終点ゾーンにパスを過す。選手はパスする人を除いて事l

i続 fに楽り.フラッグを活けないo 1争点は選手がホールをl
!キャッチした地点とするのパスをうた敗した主義介は O点。守i
;りの人はスタートゾーンにi立入ることができなし、 1

ミミ!以修したら. J&¥}'主将>d:'ti7o一一一一一一

i頚l 率いすパスゲーム

15m 

I&lの左から右方向へ攻撃をしているところ

.J主総{則的E選手 O守備{閣の巡手 交*補!lIJ高

グラウンドノTスゲーム

攻めチームは，パスする人 (1人).パスを受け取る人 (2

人)に分かれ，作戦を立てて，スタートゾーンから得点ゾー

ンにパスを通す。パスを受け取る人には安全確保のために

補助者がつく。同様に守備側 (2人)にもそれぞれ補助者

をつける。補助者は選手の移動の補助をする。 QB以外の

選手はアイマスクを着mする。 QBの「ストップJの合図
でQB以外のすべての選手がしゃがむ。ストップ後，選手

は補助者なしでしゃがみながら移動できる。ストップ後に

QBがボールを転がしそのボールを攻撃iHlJが押さえれば
キャッチとみなし得点が入る。ボールがコートの外に出

たり，ディフェンス ~IIJが押さえたり.完全に停止した場合

はパス失敗とみなす。パスを失敗した場合は O点。守りの

人はスタートゾーンに入ることができない。 l四戦につき 3

Iill攻撃したら，攻守交替を行う。

区12 グラウンドノTスゲ、ーム

-49-



②プレイの獲得点

プレイ成功時の獲得点はボールキャッチした

得点、ゾーンによって決定され，スタートゾーン

に近い方から 1点. 2点. 3点とした。なおプ

レイ失敗時はO点とした。

③プレイヤ一同士の接触

プレイ中に何らかの接触が生じた場合を接触

有.生じなかった場合を接触無とした。また接

触が生じた場合，接触したときの状況をコメン

トとして記述した。

④プレイヤーの転倒

プレイヰqこプレイヤーが転倒した場合を転倒

有.転倒しなかった場合は転倒無とした。

直 結果及び考察

1 )箪いすパスゲーム

7プレイ 1:1二15プレイがタイミング・パス

(71.4%). 2プレイ治fクロス・パス (28.6%) で

あった(I調3)0クロス・パスは2プレイとも

禎助ありの場令にのみ観察された。これは率格

i主力で操作した際，素早く方向転換を行う

ことが難しく，移動が直進的になり，結果とし

てクロスする勤きが見られなかったと考えられ

る。…方で補助ありの場合は，補助者による移

動のサポートが素早い方向転換を可能としク

ロス・パスが行いやすくなったことが示唆され

た。

成功したパスは 7プレイ中 2プレイ (28.6%) 

であった(留 4)0 補助なし，補助ありともに 1

プレイずつパスが成功しその獲得点は3点と

2点が 1IElずつであった。成功率に関して，松

元 2)が報告したフラッグフットボール大会の

ロングパス成功率が36.0%であったことから，

28.6%という数字は一般的なフラッグフット

ボールに比べ.成功率が抵かったことが分かっ

た。対象者の多くがフラッグフットボールの経

ることから，体育授業で子どもがプレ

イした場合はさらにパス成功率が下がることが

推j揺される。そのため取りやすいボールを使用

したり，キャッチのルールを変えたり(両手で

ボールを触れたらキャッチ成功など)といった

修正がさらに必要である。

接触が見られたのは 7プレイ中 3プレイ

(42.8 %)であり，内 2プレイが補助ありの際

に起こった。接触は攻撃側の急激な方向展開し

たときに 2震発生し車椅子のフロント部分が

別の車椅子を補助する補助者と接触するケース

が 1度あった。幸い選手や補助者に怪我はな

かった。急激な方向転換は戦術行動の一つであ

り，オフェンスがデイフェンスのマークを外す

手段である O そのため この動きを制限するこ

とはゲームの楽しさを制限することにつながる

可能性がある。現時点では事前に急激な方向転

換によって接触が伴いやすいことを選手に伝え

ておくことが重要であると思われる。

なお， ピデオ映f象の検証結果から補助者がス

ピードのついた車椅子をコントロールできない

ことも原因のーっとして考えられた。

転倒は 7プレイ中 1プレイ (14.3%)で見ら

れ，補助ありの際に発生した。状況として，急、

盤台イミ:ノヴパス

ロク口スパス

i翠3 車いすパスゲームのプレイの種類

71.4% 

図4 車いすパスゲームのプレイ成功率
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激な方向転換を行なった際に大きな遠心力が生

まれ，選手の身体が草橋子の外に投げ出される

形になり，そこにデイフェンス鎮の車梼子が接

触して転倒が起こった。今回i立大きな事故に主

らなかったが，身体に障がいがあ乃受身が取れ

ない参加者であれば大きな事故も起こ IJうるだ

ろう。安全麗への配慮として今後コートの綻

揺を髄践することでスゼードの出やすい蓋進的

な動きを減らすことや，補助者が事誌に車椅子

補助を練習してから行うことが挙げられる。

2)グラウンドパスゲーム

グラウンドパスゲームでは8プレイヰ17プレ

イ(87.5%)治宝タイミング・パスであった([項目。

これは選手の移動に時間がかかりクロスま

達しないケースが多く見られたことが要潟に挙

げられる。実際クロスにはなっていないが.左

右の動きを使ってディフェンスのマークを外す

動きが多く見られた。またオフェンス倒が左右

の動きを伴った場合 u直進のみに比べてパス成

12.5% 

87.5% 

務合イミングパス

ロクロスパス

図5 グラウンドパスゲームのプレイの種類

liZl 
62.5% 

密6 グラウンドパスゲームのプレイ成功率

功率が高い鎖向も見られた。これは縦方向の動

きのみに比べて.デイフェンスがボールをカッ

トしにくい往罷認鋲を生み出したことが推察さ

れる。

したパスは 8プレイ中 5プレイ (62.5%)

はすべて 3点であった(関叫。パス

62.5 % (8プレイ中 5プレイで成功)

と一般的なフラッグフットボールと比較しても

ショートパスと持率51度の成功率で、あっ

た。今居ほとんどの対象者が初めてアイマスク

を器用したことを考惑すると.かなり

で成功体験を獲得できることが示唆された。こ

れは，今回設定したコートの広さが少し狭かっ

たことと.得点ゾーンがjよかったことが考えら

れる。今議.コートのj去さや符点ゾーンの広さ

を変えることで 3)誌を液る難易度を上げ. 2}!:( 

や1点といった得点ゾーンも者効に使えるよう

にルーjレを鯵正していくことでよち戦術牲を深

められる可能性がある O なお.接触及びI1話鵠は

すべてのプレイで発生しなかった。

U まとめ

本研究では障がい者もできるフラッグフット

ボールの開発を話的として，以下のことが示唆

された。

1 )車いすパスゲームでは補助者を付けること

で，クロス・パスが行いやすい。

2 )車いすパスゲームはプレイの成功率が低い

ため，パスを成功させるための用具やルール

の工夫が必要である。

3 )車いすパスゲームは接触や転倒が見られ，

十分に安全が確保できなかった。そのため，

コートの広さの工夫や補助者の練習が必要で、

ある O

4 )グラウンドパスボールで、は横方向への移動

を用いることで，パスが成功しやすくなる O

5 )グラウンドパスゲームはプレイの成功率が

高かった。

6 )グラウンドパスゲームは接触や転倒が見ら
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れなかったため，安全性が高いゲームである。

障がいがある子どもも健常児同様に通常体育

に参加することが求められているが，教育現場

ではまだまだ戸惑いや不安が多い 8)。フラッグ

フットボールはそのスポーツ特性から障がいが

ある子どもも一緒にできる教材としての価値を

有していると考えられる。しかしながら，有効

性の確認や現場で指導できる指導者の育成は始

まったばかりである O 今回の授業実践が今後の

障がい者もできるフラッグフットポールの指導

者育成及び教材開発に寄与できれば幸いであ

る。
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